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It has been known for many years that sulfoxides excited by UV light irradiation undergo a 
deoxygenation to form the corresponding sulfides.1 However, there are only a few examples of 
the generation and use of excited sulfoxides by irradiation with visible light.2 Recently, we have 
found that DBTSO is excited by energy transfer from the photocatalyst Ir(ppy)3 under visible 
light irradiation. Here we report that the deoxygenation of this excited DBTSO in DMSO 
solvent leads to the oxidative cleavage of substituted styrene to produce the corresponding 
ketone or aldehyde under mild conditions. 
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スルホキシドの光励起には強力な紫外光が必要とされていた。紫外光照射下でのス

ルホキシドの反応として、ジベンゾチオフェン S-オキシド(DBTSO)が脱酸素反応を 

起こし、ジベンゾチオフェンを与えることが知られている。1 しかし、可視光照射条

件での励起スルホキシドを利用した反応はほとんど知られていない。2 

今回我々は光触媒からのエネルギー移動を利用することで可視光照射下での

DBTSO の励起を達成した。具体的には、DMSO 溶媒中、Ir(ppy)3からの三重項エネル

ギー移動によりDBTSOが励起され脱酸素化反応が進行することを見だした。この時、

多置換スチレンを共存させることで C=C 結合の酸化的開裂反応が進行することも判

明し、対応するケトン体またはアルデヒド体が得られることが分かった。本講演では、

この励起スルホキシドによる酸化的 C=C 開裂反応について、反応機構とともに詳細

を述べる。 
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